
 

 

 

２０２５．１１．１５ （一社）札幌地区サッカー協会 グラスルーツ事業部会 

 １１月９日（日）大和ハウスプレミストドームにて、「２０２５年度 第１０４回全国高校サッカー

選手権北海道大会 決勝戦」が札幌大谷高校と北海高校の２校によって行われました。ゲーム、閉会式

の終了後、熱い闘いの余韻が残るホヴァリングサッカーステージにて、ゲームを観戦してくださった

方々が「Ｕ―６キッズ：１６名」「Ｕ―１０ガールズ：７名」「Ｏ－７０シニア:２２名」「ウォーキング

フットボール：１３名」の４つカテゴリーに分かれて、Ｊリーグでも使用する天然芝の上で、サッカー

を楽しんでもらいました。 

 今回のイベントは、（公財）北海道サッカー協会、大和ハウスプレミストドーム、そして、「２０２５

年度 第１０４回全国高校サッカー選手権北海道大会 決勝戦」を支援くださったスポンサー様や北海

道協会・札幌地区協会のスタッフのみなさんなどたくさんの方々の御尽力、御高配、御支援のもと、開

催にこぎつけることができました。協会として、みなさまへの感謝の気持ちでいっぱいです。ありがと

うございました。また、参加してくださったみなさんにも感謝です。楽しい思い出はできたでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 キッズ U―6と Uー１０ガールズは、簡単なトレーニングに取り組んだ後、ゲームを楽しんでも

らいました。引率してくださった保護者やチームのコーチもホヴァリングサッカーステージの近く

まで一緒に降りてもらい、選手たちがサッカーを楽しむ様子を応援してもらいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「２０２５年度 第１０４回全国高校サッカー選手権北海道大会 決勝戦」の開始前のオープニング

セレモニーとして、U－６の２４名のキッズたちが、両チームの選手たちと手をつないで入場する「エ

スコートキッズ」として、決勝戦に花を添えてくれました。エスコートキッズのお役目をしっかりと果

たした後には、決勝戦のキックインセレモニーをしてくださった、北海道コンサドーレ札幌の深井一希  

選手と一緒に写真撮影をさせていただくというサプライズも待っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「歩くサッカー」ウォーキングフットボールは、スペインで行われた世界大会に日本代表として

出場した福本さんと吉田さんも一緒にゲームに参加してくださいました。シニアは、７０歳以上の

選手にゲームを楽しんでいただきました。みなさん、切れのいい動きを見せてくれました。 


